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～今月の表紙～

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　今年度、町は歴史まちづくり計画に基づく建造物調査（1 次調査：外観）を藤田・大木戸地区で実施しています。両
地区には、祠を含めると 80 もの社寺があることが分かっています。
　写真の薬師堂は、その建築様式から 1600 年代後期から 1700 年代前期の建築と推定されることが分かりました。当
時の江戸では、5 代将軍徳川綱吉や 8 代将軍徳川吉宗が活躍した時代。同じ時代に生きた石母田の人々の生活文化（信
仰心）を伝える貴重な建物です。

7 月 18 日に行われた上野台運
動公園プール開きでの 1 コマ。
久しぶりのプールに、たくさ
んの人が泳ぎを楽しんでいま
した。

龍雲寺薬師堂（所在地：国見町大字石母田字芹沢地内）

『国見のたからもの』№ 15国見ジュニアＰＲ隊事業

夏休み　国見 ・ 平泉ジュニア探検隊

　

7
月
18
日
と
19
日
、
国
見
小

学
校
4
年
生
か
ら
6
年
生
を
対

象
に
「
国
見
・
平
泉
ジ
ュ
ニ
ア

探
検
隊
」（
隊
員
20
人
）
を
結

成
し
て
、
歴
史
的
に
つ
な
が
り

の
あ
る
岩
手
県
平
泉
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

【
1
日
目
】　

　

平
泉
町
「
水
か
け
神
輿
」
宵

祭
り
会
場
の
観
自
在
王
院
で
、

国
見
の
桃
（
暁
星
）
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
体
験
し
ま
し
た
。
隊
員
は

ス
テ
ー
ジ
に
「
も
も
た
ん
」
と

一
緒
に
登
壇
し
、
大
い
に
ア

ピ
ー
ル
。
桃
生
産
者
の
阿
部
郁

さ
ん
も
同
行
し
、
2
日
間
で
桃

１
０
０
箱
を
完
売
し
ま
し
た
。

【
2
日
目
】　

　

平
泉
町
児
童
と
の
対
面
式
・

名
刺
交
換
の
あ
と
、
い
よ
い
よ

「
水
か
け
神
輿
」
を
体
験
。
平

泉
町
児
童
と
一
緒
に
神
輿
を
か

つ
ぎ
観
自
在
王
院
を
出
発
。
ス

タ
ー
ト
か
ら
豪
快
に
水
を
か
け

ら
れ
、
祭
名
の
と
お
り
全
身
ず

ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
中
尊
寺

ま
で
約
6
㎞
を
完
歩
し
ま
し

た
。

　

9
月
20
日
に
は
義
経
ま
つ
り

に
平
泉
町
児
童
が
参
加
す
る
予

定
で
、
再
会
の
約
束
を
し
ま
し

た
。
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マ
マ
の
文
化
祭

　

「マ
マ
ま
つ
り
」
を
開
催

　

7
月
19
日
、「
マ
マ
ま
つ
り

in
国
見
」
が
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
2
千
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

マ
マ
ま
つ
り
は
、
マ
マ
に
よ

る
マ
マ
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

で
、マ
マ
の「
好
き
」「
得
意
」「
経

験
」
を
活
か
し
た
発
表
の
場
と

し
て
、
来
場
者
や
マ
マ
同
士
が

交
流
し
、
つ
な
が
り
を
作
る
こ

と
を
目
的
に
、
全
国
各
地
で
定

期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
見
町
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ル

ド
リ
ン
と
の
共
催
で
、
昨
年
11

月
に
初
め
て
開
催
さ
れ
、
今
回

で
2
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ま

ず
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
太
田
久
雄
町
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ル
ド
リ
ン
代
表

理
事
の
蒲
生
美
智
代
さ
ん
、
マ

マ
ま
つ
り
in
国
見
実
行
委
員
長

の
紺
野
由
美
さ
ん
が
挨
拶
し
ま

し
た
。
挨
拶
の
後
に
は
バ
ル
ー

ン
ス
パ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
カ
ラ

フ
ル
な
風
船
が
舞
う
中
、
華
や

か
に
マ
マ
ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
に
引

き
続
き
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で

は
県
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
チ
ア
ダ

ン
ス
の
発
表
、
キ
ビ
タ
ン
と
く

に
み
も
も
た
ん
、
桑
折
町
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
「
ホ
タ
ピ
ー
」
が
共

演
し
、
キ
ビ
タ
ン
体
操
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
行
わ
れ
た

浴
衣
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で

は
、
ラ
ン
ウ
ェ
イ
で
プ
ロ
の
モ

デ
ル
顔
負
け
の
ポ
ー
ズ
を
決
め

て
く
れ
た
モ
デ
ル
の
子
ど
も
達

が
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
他

に
は
、
約
30
箇
所
の
ブ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
、
各
ブ
ー
ス
で
は
、

マ
マ
た
ち
の
作
品
の
販
売
や
小

物
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
、
話
題
の

子
ど
も
を
布
の
上
に
寝
か
せ
て

写
真
を
撮
る
「
お
ひ
る
ね
ア
ー

ト
」
と
呼
ば
れ
る
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
し

た
。

　

来
場
者
の
方
と
交
流
し
て
い

る
マ
マ
達
の
表
情
が
と
て
も
活

き
活
き
し
て
い
た
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。
マ
マ
だ
け
で
な

く
、
家
族
み
ん
な
が
笑
顔
に
な

れ
る
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

ネイル体験
手作り小物販売

ロディヨガ

ゆかたファッションショー

キビタン体操

ゆかた

ファッションショー

2015

ママまつり ｉｎ 国見

国
見
町
は
子
育
て
世
代
の

マ
マ
・
パ
パ
を
応
援
し
ま
す

　
国
見
町
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

チ
ル
ド
リ
ン
と
共
催
の
「
マ
マ

ま
つ
り
」、
東
京
お
も
ち
ゃ
美

術
館
と
共
催
の
「
森
の
お
も

ち
ゃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開

催
な
ど
、
子
育
て
世
代
を
応
援

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
建
設
を
進
め
て
い

る
里
ま
ち
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
道
の
駅
）
で
は
、
子
育
て

世
代
支
援
エ
リ
ア
を
設
け
、
マ

マ
た
ち
が
子
ど
も
と
一
緒
に
訪

れ
、
ホ
ッ
と
し
た
り
、
交
流
を

深
め
た
り
で
き
る
場
に
な
る
よ

う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
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7
月
4
日
と
5
日
、
25
日
と

26
日
に
国
見
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
と
道
の
駅
出
荷
組
合
は
、

上
野
台
運
動
公
園
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
９
２
３
駐
車
場
で
、
く

に
み
市
場
を
開
催
し
、
初
日
の

4
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
代
表

取
締
役
の
太
田
久
雄
町
長
か
ら

「
地
元
の
野
菜
や
桃
な
ど
を
町

内
外
、
さ
ら
に
は
県
外
の
人
々

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
国
見
の

食
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
国
見
町
道
の
駅

出
荷
組
合
の
朽
木
勝
之
会
長
か

ら
も
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
会
場
に
遊
び
に

来
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
く
に
み
市
場
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
先
着
50
名
に
夏

野
菜
セ
ッ
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
、
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
店
頭

に
は
、
国
見
自
慢
の
桃
を
は
じ

め
、
き
ゅ
う
り
や
ト
マ
ト
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
、
生
産
者
に

よ
っ
て
大
切
に
育
て
ら
れ
た
、

くにみ市場
　　　開催

新
鮮
な
夏
野
菜
や
旬
の
果
物
が

数
多
く
並
び
ま
し
た
。
ま
た
、

野
菜
や
果
物
の
ほ
か
に
も
ジ
ャ

ム
な
ど
の
加
工
品
、
生
花
、
手

作
り
の
工
芸
品
、
パ
ン
や
お
菓

子
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
飲
食
で
き
る
エ
リ

ア
も
設
置
さ
れ
、
国
見
バ
ー

ガ
ー
や
か
き
氷
な
ど
を
食
べ
な

が
ら
、
家
族
や
来
場
者
同
士
団

ら
ん
し
た
り
、
生
産
者
と
の
会

話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
25

日
か
ら
2
日
間
行
わ
れ
た
第
2

回
目
の
く
に
み
市
場
に
は
、
桜

の
聖
母
短
期
大
学
の
学
生
も
お

手
伝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　

く
に
み
市
場
は
今
後
も
定
期

的
に
開
催
し
、
町
自
慢
の
旬
な

野
菜
や
果
物
を
お
届
け
し
ま

す
。

－道の駅運営の

　　足固めが始まりました－

■農家民泊に興味のある方を募集しています！！■
　　国見まちづくり（株）では民泊事業に取り組んでみたい方、興味のある方を探しています。
　　現在、自宅に多数の空き部屋があるという方
         　    　使っていない別棟や納屋があるという方
                 　空き家を管理していて有効活用してみたいという方大歓迎です。
　 　民泊で一緒に地域を盛り上げませんか？　まずは電話にてご相談ください！
                                                                                       ◆問い合わせ　まちづくり交流課　道の駅準備室　☎ 585-2132

　

6
月
24
日
、
ふ
く
し
ま
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
、
町
の
歴
史

文
化
遺
産
を
巡
る
「
国
見
町
ご

集
印
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
、
町
内
外
か
ら
26
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
抽
選
会
が
行

わ
れ
、
参
加
者
の
う
ち
当
選
し

た
2
名
に
「
く
に
み
も
も
た
ん

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、

国
登
録
有
形
文
化
財
の
「
奥
山

家
住
宅
」
や
中
尊
寺
ゆ
か
り
の

ハ
ス
池
な
ど
7
か
所
を
巡
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
が
訪
れ
た
先
で
は
、

歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
職
員

か
ら
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
楽

し
い
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
た
り
と
い
っ
た
光

景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ご
集
印
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

参
加
し
た
み
な
さ
ん
か
ら
は

「
ご
集
印
め
ぐ
り
お
も
し
ろ
い

で
す
ね
。
友
達
に
も
教
え
て
あ

げ
た
い
で
す
」
や
「
長
年
国
見

町
に
住
ん
で
い
る
が
初
め
て
来

ま
し
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
ご
集
印
め
ぐ
り
は
引
き

続
き
体
験
で
き
ま
す
の
で
、
町

の
新
た
な
魅
力
を
見
つ
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ

　
　
　

フ
ァ
イ
ナ
ル

　

4
月
か
ら
3
カ
月
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
た
「
ふ
く
し
ま
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
Ｄ
Ｃ
）」
が
6
月
30
日
に

閉
幕
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
主
催
の
ふ
く
し
ま
Ｄ

Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
Ｓ
Ｌ

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
号
に
手
を
振
ろ

う
！
で
は
、国
見
町
か
ら
も「
く

に
み
も
も
た
ん
」
や
商
工
会
青

年
部
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。
商
工
会
青
年
部
の
み
な

さ
ん
は
、
太
田
町
長
直
筆
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
た
横
断
幕

を
手
に
、
国
見
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て

く
れ
ま
し
た
。

（写真提供：国見町商工会青年部）
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夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動

国見町交通対策協議会長賞（最優秀賞）の 6 名のみなさん

交
通
安
全
標
語

　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル　

　

7
月
16
日
、
国
見
小
学
校
で

国
見
町
交
通
対
策
協
議
会
主
催

に
よ
る
小
学
生
交
通
安
全
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
見
小
学

校
児
童
を
対
象
に
交
通
安
全

標
語
を
募
集
し
、
応
募
総
数

２
３
５
点
の
中
か
ら
、
国
見
町

交
通
対
策
協
議
会
長
賞
6
人
を

含
む
26
人
が
入
選
し
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

入
選
し
た
標
語
は
、
看
板
と

し
て
町
内
各
地
に
設
置
さ
れ
、

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま

す
。

【
入
選
者
】　　
　
　
（
敬
称
略
）

◇
交
通
対
策
協
議
会
長
賞

　
　

後
藤　

寛
也
（
一
年
）

　
　

引
地　

英
太
（
二
年
）

　
　

岡
田　

眞
菜
（
三
年
）

　
　

皆
川　

美
優
（
四
年
）

　
　

小
針　

光
希
（
五
年
）

　
　

斎
藤　

美
結
（
六
年
）

◇
教
育
長
賞

　
　

佐
久
間
ら
ん
（
一
年
）

　
　

八
巻　
　

蓮
（
二
年
）

　
　

一
條　

瑠
恋
（
三
年
）

交
通
安
全

県
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

7
月
21
日
、
宮
城
県
白
石
市

と
国
見
・
桑
折
地
区
合
同
の「
夏

の
交
通
事
故
防
止
ふ
く
し
ま
・

み
や
ぎ
県
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
町
内
の
国
道
4
号
パ
ー
キ
ン

グ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
太
田

　
　

藤
原　

華
凜
（
四
年
）

　
　

遠
藤　
　

聡
（
五
年
）

　
　

松
浦　
　

開
（
六
年
）

◇
優
秀
賞

　
　

佐
藤　
　

岳
（
一
年
）

　
　

佐
久
間
健
一
（
二
年
）

　
　

鈴
木　

太
輝
（
三
年
）

　
　

本
田　

裕
人
（
四
年
）

　
　

内
村　

莉
瑠
（
五
年
）

　
　

佐
藤　

璃
央
（
六
年
）

◇
交
通
安
全
協
会
部
会
長
賞

　
　

佐
藤　

惺
弥
（
五
年
）

　
　

一
條
孝
太
朗
（
二
年
）

　
　

佐
藤　

悠
衣
（
二
年
）

　
　

松
浦　

雄
樹
（
五
年
）

◇
交
通
安
全
母
の
会
長
賞

　
　

齋
藤　

蓮
斗
（
三
年
）

　
　

高
野
美
々
莉
（
四
年
）

　
　

村
上
叶
桜
樹
（
五
年
）

　
　

髙
橋
理
希
愛
（
一
年
）

久
雄
町
長
、
高
橋
宣
博
桑
折
町

長
、
風
間
康
静
白
石
市
長
を
は

じ
め
、
警
察
関
係
者
、
管
内
の

交
通
安
全
団
体
関
係
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
見
・
桑
折
町
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ「
く
に
み
も
も
た
ん
」

と
「
ホ
タ
ピ
ー
」、
白
石
市
の

甲
冑
工
房
「
片
倉
塾
」
の
甲
冑

隊
の
み
な
さ
ん
な
ど
も
一
緒
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る
チ

ラ
シ
や
桃
ジ
ュ
ー
ス
、
白
石

う
ー
め
ん
を
配
り
な
が
ら
、
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

平成 27 年度介護予防フェスタ

くにみ元気まつり
　7 月 4 日、くにみ元気まつりが観月台文化セン
ターで行われました。
　元気まつりでは、オープニングセレモニーの後、
梁川ざっと昔の会会長の横山幸子さんが「言葉は
心の健康」というテーマで講演しました。横山さ
んのテンポの良い語りを聞きながら、和やかな笑
顔あふれる講演会となりました。
　また、介護予防に関するさまざまブースが設け
られ、公立藤田総合病院スタッフによる血糖値測
定や健康相談、福島ヤクルト販売株式会社による
ハンドマッサージ、スポーツ吹き矢サークルによ
る吹き矢体験、ＹＡＧＯメディカルフィットネス
クラブの講師による健康体操などを体験すること
ができました。
　来場されたみなさんは、各ブースでの体験を通
して、自分自身や家族の健康について見直す良い
機会となりました。

岩手県平泉町
　表敬訪問

　7 月 27 日、太田久雄
町長は岩手県平泉町を
訪問しました。平泉町
とは、阿津賀志山防塁

国見町建造物調査中間報告会（寺社編）開催のお知らせ
　歴史まちづくりの一環として、今年度より実施
している藤田・大木戸地区の建造物調査の中間成
果報告会を行います。
　今回は、両地区に所在する寺社を中心に紹介し
ます。今まで知らなかった寺社の魅力に触れてみ
ませんか。ぜひご参加ください。

◆日　時　8 月 30 日日　午後 1 時 30 分から　　　
◆場　所　観月台文化センター　大研修室
◆申　込　参加料・申込不要（100 名程度）
◆講　師　一級建築士　山崎完一　氏
　　　　　㈱グリーンシグマ技術顧問
◆問い合わせ　歴史まちづくり推進室☎ 585-2967

など歴史的ゆかりがあり、平成 21 年には中尊寺
蓮の株を譲り受けるなど、交流が続いています。
　今回は、「国見・平泉ジュニア探検隊」の御礼と、
里まち文化ステーション（道の駅）の開業を視野に、
今後も「人と物」の交流を推進するため平泉町を
訪れました。
　平泉町の青木幸保町長との懇談では、国見町と
は歴史的なつながりと子どもたちの交流が続いて
いることや、平泉でも来
年道の駅が開業するため、
物産の交流も含めて進め
ていくことを確認しまし
た。

　町では、農地の生産性
の向上と担い手への農地
の集積を目的として貝田
及び山根地区の農地約 33

　貝田地区等の

　ほ場整備推進

　　　　
に向けて

ヘクタールを対象としたほ場整備事業の導入を進
めています。この事業は、地元の農家のみなさん
からの要望を受け、平成 25 年度から事業化に向
け準備を進めていたものです。この度、県営ほ場
整備事業としての国の採択に向け、また、農業情
勢の厳しい中、事業にかかる地元負担及び町負担
の軽減に向けて、7 月 29 日、太田久雄町長が県農
林水産部及び県北農林事務所への事業推進のため
の要請活動を行いました。事業が採択となれば平

成 28 年度から平成 32 年
度までの 5 年間で 1 区画
30 アールを基本としたほ
場の整備が進められます。
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『東京くにみ会』の参加者をご紹介ください

　昨年開催しました「東京くにみ会」では、国見
に縁のあるたくさんの方々に参加いただきました。
　今年も 10 月 3 日土に「東京くにみ会」を開催
しますので、関東圏（東京近郊）にお住まいのご
家族やご親戚、知人の方をご紹介いただき、参加
を勧めてくださるようお願いします。
　ご紹介いただける場合は、「郵便番号、住所、氏
名、連絡先」を 8 月 28 日金まで、企画情報課へ
お知らせください。なお、ご紹介いただく方には、
一言、町から案内が届く旨、お話しくださいます
ようお願いします。
※昨年「東京くにみ会」に参加された方、以前紹
　介いただいた方には町から直接案内を送ります
　ので、連絡は不要です。

◆日　時　10 月 3 日土　12 時 30 分から
◆会　場　ホテル・ルポール麹町（麹町会館）
　　　　　東京都千代田区平河町２- ４- ３
◆問い合わせ　企画情報課総合政策室
　　　　　　　☎ 585-2217

　平成 27 年度も昨年に引き続き、消費税の引き
上げに際し、所得の低い方々への負担の影響を緩
和するため、暫定的・臨時的な措置として臨時福
祉給付金の支給を実施します。
◆対　象　　平成 27 年度分の住民税が課税され　　
　　　　　　ていない方　
※ただし、本人が非課税であっても、課税されて　
　いる方に生活の面倒を見てもらっている方（扶
　養されている方）、生活保護の受給者などは対象
　外です。あらかじめ、該当になりそうな方につ
　いては申請書を送付しています。
◆支給額　   支給対象者１人につき 6,000 円

臨時福祉給付金のおしらせ
◆基準日　   平成 27 年 1 月 1 日
◆受付期間　8 月 10 日から平成 28 年 2 月 9 日まで
                          午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで
　　　　　　（土日祝日、年末年始を除く）
◆申請先　   保健福祉課社会福祉係
　基準日（平成 27 年 1 月 1 日）現在で住民票が国
見町にある方が対象です。
※一定の居住を持たない方でいずれの市町村にも住
　民票がない方については、基準日の翌日以降であっ
　ても国見町で住民票の手続きを行えば申請を行う
　ことができます。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

昨年の東京くにみ会の様子

◆問い合わせ　企画情報課情報統計係　☎ 585-2927

国勢調査を実施します！

国勢調査は、日本国内に住むすべての人と世帯を対象とした、国の最も重要な統計調査です。

国勢調査は「統計法」で厳格な秘密保護が定められています。回答いただいた内容は統計以外の目的に使用することはありません。

農業委員会の動き

　町では、高齢者になっても安心して暮らせるま
ちづくりを目指し、徘徊高齢者を在宅で介護して
いる家族を対象に、位置情報端末機（ＧＰＳ）の
貸出を始めました。
◆対　象　　町内に住所を有する概ね 65 歳以上
　　　　　　で、徘徊の行動が見られる、または、
　　　　　　徘徊のおそれのある認知症高齢者を　
　　　　　　在宅で介護している家族の方
◆利用者負担　毎月の基本料金（540 円）と位置　
　　　　　　　情報提供料（検索回数、検索方法
　　　　　　　により料金は異なります）を負担
　　　　　　　していただきます。
※加入料（最初のバッテリー１個分の代金を含む）　
　及び標準充電器は町が負担します（7,560 円）。
　詳しくは、保健福祉課長寿介護係までお問い合
わせください。
◆申込み・問い合わせ　保健福祉課長寿介護係
　　　　　　　　　　　☎ 585-2125

国見町徘徊高齢者家族
支援事業のおしらせ

　国見町農業委員会では、9 月から 11 月を農地パ
トロール月間として、農地パトロール（利用状況
調査）を実施します。この調査は、農地法の規定
に基づくもので、農業委員会は、毎年 1 回、その
区域内にある農地の利用の状況について調査を行
います。この調査の結果を農地台帳に反映させる
とともに、遊休農地の所有者等に対して利用意向
調査を実施するなど、遊休農地の解消や違反転用
の発生防止に向けた活動を行います。
　この期間内、町の農業委員や調査関係者が、調
査のためみなさまの農地に立ち入ることがありま
す。ご理解とご協力をお願いします。
◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890

農地パトロールを実施します

　7 月 21 日に定例総会が開催され、次のとおり確
認されました。

・農地所有権移転　　　　　　　1 件
・農地賃貸借　　　　　　　　　2 件
・農地転用　　　　　　　　　　1 件
・農地合意解約　　　　　　　　1 件
・農地利用集積計画の決定

8 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。
傍聴においでください。

◆日　時　8 月 20 日木　午後 1 時 30 分から
◆場　所　国見町役場　大会議室

◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890

　8 月は児童扶養手当現況届および特別児童扶養
手当所得状況届の提出時期です。また、ひとり親
等家庭医療費受給者証更新の時期です。受給者（対
象者）の方には通知していますので、忘れずに提
出してください。
　児童扶養手当は、離婚等により父または母親が
いない児童（18 歳未満）を扶養している母または
父親などに支給されます。特別児童扶養手当は、
身体または精神に障がいを持つ児童（20 歳未満）
を監護している父母などに支給されます。ひとり
親等家庭医療費は、ひとり親家庭等（親と 18 歳
未満の児童が対象）の生活の安定と自立を支援す
ることを目的として、保険診療の自己負担分の一
部を助成する制度です。
　詳しくは、保健福祉課社会福祉係までお問い合
わせください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　
　　　　　　　☎ 585-2793

児童扶養手当などの
現況届提出時期

マイナンバー制度が始まります
　マイナンバー制度とは、住民票を有する全ての
方に 1 人 1 つの 12 桁の番号（マイナンバー）を
付して、社会保障、税、災害対策の分野で効率的
に情報を管理するものです。一度指定された個人
番号は生涯変わりません。
　10 月より、町民のみなさんの住民票の住所にマ
イナンバーをお知らせする「通知カード」が郵送
されます。住民票の住所と異なる場所にお住まい
の場合は、通知カードが届かないことがあります。
お住まいの市区町村に住民票の異動の届出をお願
いします。

◆問い合わせ　住民生活課戸籍係　☎ 585-2115
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住宅除染の進捗状況
　 住宅除染の実施状況をお知らせします。（7 月 22 日現在）

方　部
平成 26 年度計画分

平成 25 年度
実 施 分

除 染 完 了
合 計事　　　　前

モニタリング 除 染 着 手 除 染 完 了

藤 田 方 部 759 件 759 件 758 件 360 件 1,118 件

小 坂 方 部 316 件 316 件 311 件 310 件 621 件

森江野方部 296 件 296 件 296 件 190 件 486 件

大木戸方部 290 件 290 件 290 件 60 件 350 件

大 枝 方 部 68 件 68 件 68 件 129 件 197 件

合 　 　 計 1,729 件 1,729 件 1,723 件 1,049 件 2,772 件

方　部
平成 27 年度計画分

除 染 完 了
合 計事　　　　前

モニタリング 除 染 着 手 除 染 完 了

藤 田 方 部 311 件 145 件 111 件 111 件

道路除染の推進について
　幹線道路や住宅に隣接する道路の除染について、
路面をはじめ歩道や路肩、側溝、街路樹等の除染作
業を実施しております。平成 27 年度については、道
路除染が終了した大枝方部を除く 4 方部 221 路線
72.8 ｋｍを発注しました。発生した除去土壌等は町
道が通っている方部の仮置場に搬入することになり
ます。
　道路除染作業に伴う通行規制などにより、町民の
皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力
をお願いします。

◇道路除染の手法
箇　所 主な手法

舗装面 回収型高圧洗浄機による洗浄
歩道・縁石 回収型高圧洗浄機による洗浄
路肩・法面 除草、表土除去及び客土
側溝 堆積物の除去、

高圧洗浄機による洗浄
ガードレール等 拭き取り
※事前モニタリングにおいて空間線量率が 0.23 μ　
　sv/h を下回る場合には実施しません。 地下保管の土壌等を搬出

　町では、平成 23 年度から平成 24 年度にかけ
て国見小学校及び国見子どもクラブ（旧藤田幼
稚園）の敷地内において除染作業を実施し、除
染で発生した除去土壌等を敷地内に埋設してお
りましたが、夏休み中に地下に保管している除
去土壌等を掘り起し、今年度実施するパイロッ
ト（試験）輸送で、中間貯蔵施設へ搬出するこ
ととしております。

・代表者　徳江　勇二
・活動日　第 2・第 4 日曜日
・主な活動場所　上野台運動公園
・会員数　19 人
・会　費　3,000 円 / 年
・連絡先　 徳江　勇二　090-7323-2724

−プロフィール−

VOL.47

　　ピーチーズ

　

私
た
ち
ピ
ー
チ
ー
ズ
は
、
今

年
で
発
足
10
年
目
と
な
る
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。
現

在
、
30
歳
前
後
の
メ
ン
バ
ー
が

多
く
、
年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ

り
、
常
に
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
チ
ー
ム
は
「
楽
し
む
こ

と
」
を
大
切
に
プ
レ
ー
し
て
い

ま
す
。
練
習
や
試
合
中
で
も
、

「
厳
し
い
」「
辛
い
」
よ
う
な
こ

と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
も
善
し
悪
し
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
個
々
の
能

力
が
必
要
な
と
き
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
出
し
切
っ
て
全
力
で
試

合
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
今
年
の

町
長
杯
で
は
優
勝
と
い
う
結
果

も
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
マ
イ
ペ
ー
ス
な

チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
と
で
も
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

国見小学校（1 年生）

きくち　るな

『はなびをみたよ』 『おとうととサッカーをしたよ』
さとう　たかのぶ

『なすどうぶつおうこくにいっ
たよ』 のむら　こうし
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　ＪＦＡ（日本サッカー協会）こころのプロジェ

クト事業が行われました。国見小 5 年生に元バス

ケットボール日本代表の岡里明美さん、県北中 2

年生に元Ｊリーガーの波戸康広さんが「夢先生」

として登場。夢を持つことの大切さを伝えました。

7 月 7 日・8 日　国見小学校 5 年生

7 月 13 日・14 日　県北中学校 2 年生

　国見町青少年育成町民会議（会長　太田久雄町長）では、がんばるみなさんに奨励金を交付しました。

青少年育成町民会議　奨励金交付

①【全国高等学校総合体育大会ソフトテニス競技出　
　場】佐藤未来（高 1）
②【第 60 回記念全国高等学校総合体育大会弓道競
　技出場】 佐藤美涼（高 3）【平成 27 年度全国高等　
　学校定時制通信制体育大会バトミントン競技出　
　場】坂本龍星（高 3）【第 50 回記念全国道場少年　　
　剣道大会出場】大津寛己（中 3）
③【第 32 回全国小学生ソフトテニス大会出場】菊
　地里奈（小 6）、菊地莉世（小 6）【全国高等学校
　総合体育大会ソフトテニス競技出場】五十嵐温子
　（高 3）、【第 68 回福島県総合体育大会ソフトテニ　
　ス競技出場】五十嵐温子（高 3）、五十嵐真結（高
　2）（欠席）、引地理彩（高 2）

①

　7 月 18 日、上野台運動公

園プールがオープンしまし

た。駆け付けた多くの子ど

も達は待望のプールに大喜

びでした。プールは 8 月 24

日まで開放しています。

上野台プール
　　オープニング

　　セレモニー

②

③
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賑やかな夏祭りとなりました

みんなが笑顔に
　「国見の里」で夏祭り
　7 月 11 日、特別養護老人ホーム国見の里の夏祭りが施設内
の交流スペースで行われ、施設利用者や家族が参加し楽しみ
ました。
　夏祭りでは、職員のみなさんによる余興や地元の方による
盆踊りなどが披露され、参加者は、地域住民と交流しながら
楽しいひとときを過ごしました。

　6 月 26 日、国見小学校 6 年生が「人権の花運動」として人
権擁護委員の阿部博さん指導の下、国見小学校で花の植栽を
行いました。
　児童のみなさんに大切に育てられた花は 7 月 16 日、代表児
童から太田町長へ手渡されました。国見町役場と観月台文化
センターに飾られ、訪れた方の心を癒しています。

　7 月 2 日、県商工会連合会から「まちづくり部門団体賞」を
受賞した町商工会青年部のみなさんが役場に訪れ、太田久雄
町長へ受賞を報告しました。
　今回の受賞は、青年部のみなさんの「春のフードフェスタ」
などイベントでの活躍や「国見バーガー」を通したまちおこ
しが評価されたものです。

町商工会青年部
　「まちづくり部門団体賞」を受賞

団体賞を受賞した商工会青年部のみなさん

　6 月 28 日、桐目木共同山組合は桜の名所を目標に内谷桐目
木二地内に植樹された約 500 本の桜苗木周辺の下刈り作業を
実施しました。
　桐目木共同山組合は、山林所有者を中心に設立され、桜の
名所づくりと、荒廃が進む里山の環境保全を目的として、約 6
ヘクタールに桜の森づくりを進めています。

内谷地区に桜の名所を！
　桐目木共同山組合が下刈り作業

代表の児童から花を受け取る太田町長

下刈り作業を行ったみなさん

花を育てる優しい心
　国見小 6年生が人権の花運動

救命講習会の様子

いざという時に備えて
　救命講習会を実施
　6 月 20 日、藤田地区自主防災会が観月台文化センターで伊
達地方消防組合中央消防署西分署の４名の署員を講師に、救
命講習会を行いました。自主防災会からは 29 名が参加し、心
肺蘇生法やＡＥＤ（自動体外式除細動器）の操作方法を受講し、
分からないことなどを積極的に講師に質問するなど、真剣な
表情で取り組んでいました。

清野振興局長から感謝状を受ける太田町長

町へ県知事感謝状
　９年連続の贈呈
　7 月 28 日、平成 26 年度の個人県民税の収納率が優秀として、
清野隆彦県北地方振興局長から太田久雄町長へ県知事感謝状
が国見町役場で贈られました。
　平成 18 年から 9 年連続しての贈呈となり、昨年度の収納率
は 98.35%（内 26 年度課税分 99.24%）でした。

　7 月 15 日、社会を明るくする運動の街頭啓発がコープマー
ト国見店や県北中学校で行われ、太田久雄町長や保護司、更
生保護女性会のみなさんが参加しました。
　街頭啓発では、買い物客などに犯罪や非行のない社会づく
りをパンフレットなどを配布しながら呼びかけました。
　　

犯罪や非行のない社会を
　「社会を明るくする運動」街頭啓発

よりよい社会へ

　7 月 15 日、国見小学校 3 年生の総合学習が佐藤勝雄さん（石
母田）の畑で行われ、町の特産品である桃の収穫作業を体験
しました。
　春の摘果作業に続いての収穫体験で、子どもたちは佐藤さ
んから甘くておいしい桃を作る秘訣を教えてもらい、慎重な
手つきで桃をもぎ取って、大切に手にしていました。

おいしい「桃」づくりを学習
　国見小学校 3年生

緊張の一投

おいしい桃ができました

世代を超えて楽しい交流
　ニュースポーツ交流会を開催

『蓮のこころ』を知る

『蓮のこころ』　
　国見町中尊寺蓮育成会講演会
　7 月 11 日、行田市蓮大使の木暮照子さんの講演会が観月台
文化センターで開催され、町内外から 100 名が参加しました。
　「蓮のこころ」をテーマに、行田市における古代蓮の取り組
みや、蓮の一生・文化・歴史について解説し、蓮の美しさが
人々を結びつけ、各地の活動につながっていると講演しまし
た。参加者は蓮の魅力と中尊寺蓮の美しさを学びました。

　7 月 11 日、寿クラブ連合会と地域の子どもたちがカローリ
ングを一緒に楽しむ交流会が森江野第 2 体育館で町社会福祉
協議会の主催で行われました。
　カローリングはカーリングの室内版のスポーツで、参加し
た子どもたちは、寿クラブの方のアドバイスを聞きながら一
緒に競技を楽しんでいました。
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 27 年 6 月生まれ）
・9 か月児（平成 26 年 12 月生まれ）

10 月 29 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

10 月 21 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

食育シリーズ 　町では食生活改善推進員のみなさんと栄養士が出向いて、
くにみ幼稚園の子ども達を対象に食育教室を開催しています。

7 月８日
くにみ幼稚園　
つき組・にじ組
『旬の食べものに
　ついて知ろう』

7月 14 日
7月 15 日
くにみ幼稚園　
そら組・ひかり組
『おやつについて
考えよう』

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

蚊にご注意～デング熱対策～

　昨年、東京都を中心に多くの人がデング熱に感染しました。デング熱はデングウィルスを保有する蚊（日本
ではヒトスジシマカ）に刺されることで感染し、発熱や骨関節痛、目の奥の痛みなどが現れます。比較的予後
の良い感染症ですが、重症化する場合もあります。

■ヒトスジシマカ（ボウフラ）の発生源を作らないようにしましょう。
　蚊の発生源となる「水たまり」を作らせないようにすることが重要です。
　以下のポイントをチェックしてみましょう。
　　□空き缶やごみ、古タイヤは撤去する
　　□散水用の汲み置き水、防災バケツ、植木鉢の受け皿などの水を週１回以上定期的に取り換える
　　□雨どいや側溝等は定期的に清掃する
　　□雨水ますや排水ますなど排水できない水たまりにはボウフラ駆除剤を入れる

■蚊に刺されないようにしましょう。
　緑の多い木陰やヤブなど、蚊の発生しやすい場所に立ち入る際に　
　は、次のことに気をつけましょう。
　　◎長袖・長ズボンを着用し、肌を露出しないようにしましょう。
　　◎素足やサンダル履きはできるだけ避けましょう。
　　◎必要に応じて虫よけ剤などを使用しましょう。

いのちを救う　
　愛の献血にご協力を !!
9 月 20 日日は国見町の献血の日です。
多くの方のご協力をお願いいたします。

【場　　　　所】 【受　付　時　間】
観月台文化センター駐車場

（義経まつりのイベント

広場内で実施します）

午前 11 時から午後 4 時

　（午後 1 時から午後 2 時は休憩時間）
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平
成
27
年
度

　
　
　
　
自
衛
官
募
集

　

平
成
27
年
度
航
空
学
生
、
一

般
曹
候
補
生
及
び
自
衛
官
候
補

生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
方
。
航
空
学
生
は
高
卒

（
見
込
含
む
）
21
歳
未
満
の
方

▼
受
付
期
間　

9
月
8
日
火
ま

で▼
試
験
期
日　

航
空
学
生
9
月

23
日
（
一
次
）・
一
般
曹
候
補

生
9
月
19
日
（
一
次
）、
10
月

8
日
か
ら
14
日
の
い
ず
れ
か
1

日
（
二
次
）・
自
衛
官
候
補
生

男
子
9
月
19
日
（
筆
記
）、
9

月
26
日
、
27
日
（
口
述
・
身
体

検
査
）・
自
衛
官
候
補
生
女
子

9
月
25
日

問
自
衛
隊
福
島
募
集
案
内
所

☎
５
４
５
‐
７
９
９
５

個
人
事
業
税
の
納
付

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事

務
所
・
事
業
所
を
設
け
、
物
品

販
売
業
や
不
動
産
貸
付
業
な

ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

事
業
を
行
う
個
人
の
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
方
に
は
、

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら

8
月
10
日
頃
に
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
、
納
期
限
は
第
1
期

分
が
8
月
31
日
ま
で
、
第
2
期

分
は
11
月
30
日
ま
で
2
回
に
分

け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
内

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
税
額
が
1
万
円
以

下
の
場
合
は
、
8
月
31
日
ま
で

に
一
括
し
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
第
一
課

☎
５
２
３
‐
４
６
９
８

３
お
勧
め
し
ま
す

　
　
　
口
座
振
替
制
度

　

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、

金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
用
紙
は
、
納
税
通
知
書
に

同
封
し
て
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県

税
部
納
税
課

☎
５
２
３
‐
３
５
９
４

税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
管
内
の
税
務
署

に
お
い
て
、
書
面
で
の
お
尋
ね

な
ど
に
よ
り
申
告
内
容
の
自
主

的
な
見
直
し
を
呼
び
掛
け
る
取

組
を
行
っ
た
結
果
、
不
動
産
所

得
の
申
告
漏
れ
や
計
算
誤
り
の

あ
っ
た
方
か
ら
修
正
申
告
書
等

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

納
税
者
の
み
な
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
適
正
申
告
を

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
申
告

内
容
の
見
直
し
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
、
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

に
は
自
主
的
な
修
正
申
告
書
等

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
に
よ
ら
な
い
自
主
的
な

修
正
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
課
さ

れ
ま
せ
ん
（
無
申
告
又
は
当
初

申
告
が
期
限
後
申
告
の
場
合

は
、
無
申
告
加
算
税
が
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

問
福
島
税
務
署　

個
人
課
税
第

一
部
門

☎
５
３
４
‐
３
１
２
１

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定

試
験

　

平
成
27
年
度
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定

試
験
お
よ
び
受
験
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
試
験
日　

平
成
27
年
11
月
1

日
日

▼
試
験
会
場
　
日
本
大
学
工
学

部
（
郡
山
市
）

▼
受
験
講
習
会
　
10
月
3
日

土
、
郡
山
市
・
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク

ス
熱
海

▼
申
込
期
間　

9
月
4
日
金
ま

で問
申
込
書
・
案
内
書
の
請
求
先　
　

　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

「心配ごと相談」
       開催日　 9 月 10 日木、24 日木

       時　間　午前 9 時から正午

       場　所　観月台文化センター第 2 和室

       相談員　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　9 月 15 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　中会議室【北側】

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

お
知
ら
せ

9 月の
相談会

　　
　　人口　　  9,693 人　（△ 26）
　　  男　　    4,661 人　（△ 10）
     　 女　         5,032 人　（△ 16）　
　    世帯　  　3,395 世帯（△ 9）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 27 年 6 月 30 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　8 月 13 日、20 日、27 日
　　　　   　　　　 9 月    3 日、10 日、17 日、24 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の
届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
6 月 21 日～ 7 月 20 日受付分

●誕 生 お め で と う ●　

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

☎
５
８
５
‐
２
９
８
４

「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
9

月
7
日
か
ら
13
日
ま
で
の
7
日

間
、
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
と
し
て
、
身
体
的
・

心
理
的
虐
待
や
差
別
、
い
や
が

ら
せ
な
ど
高
齢
者
・
障
害
者
の

抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相

談
は
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日

（
土
日
祝
日
を
除
く
）
に
お
い

て
も
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

5
時
15
分
ま
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

▼
期
間　

9
月
7
日
月
か
ら
13

日
日
ま
で
の
7
日
間

▼
時
間　

午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
7
時
ま
で
（
土
日
は
午
前

10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐

１
１
０

Ｊ
Ｒ
藤
田
駅
前
の
駐
車

場
利
用
に
つ
い
て

　　

藤
田
保
育
所
脇
に
あ
る
駅
前

倉
庫
の
敷
地
内
に
10
台
程
度
の

駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
藤
田
駅

を
利
用
す
る
町
民
の
み
な
さ
ま

に
引
き
続
き
解
放
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
通
勤
・
通
学
な
ど
常
時
の

ご
利
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
財
政
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
４

水
路
に
草
や
ゴ
ミ
を

　
　
　
流
さ
な
い
で
！

　

草
刈
を
行
っ
た
際
の
草
や
ゴ

ミ
を
水
路
へ
投
棄
す
る
行
為

は
、
水
路
が
詰
ま
り
水
路
か
ら

水
が
溢
れ
る
な
ど
、
農
作
業
や

生
活
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
流
さ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
産
業
振
興
課
農
地
整
備
係

☎
５
８
５
‐
２
２
２
８

渡部千惠子さん 65 （ 高 城 ）
澁谷　良耕さん 79 （ 光 明 寺 ）
佐藤　次郎さん 91 （国見の里）
小紫　　實さん 90 （ 大 町 南 ）
坂本　幸江さん 42 （ 板 橋 南 ）
後藤　孝一さん 62 （ 高 城 ）
大森忠治郎さん 88 （ 宮 町 南 ）
野村　ヒロさん 96 （ 板 橋 ）
安達　友吉さん 81 （ 鶉 町 ）
大内善次郎さん 88 （ 泉 田 中 ）
佐野　八郎さん 94 （ 第 ８ ）

永井　夢
ゆ め な

奈ちゃん
淳志さん　智美さん （山崎宮舘）

秦　隆
りゅうのすけ

之介ちゃん
隆幸さん　祐子さん （ 宮 町 北 ）
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行事のお知らせ

笑
顔
で
、
熱
弁
の
町
長
講
話
！

　
　
三
学
級
合
同
学
習
会

8 月 7 日 金 国見っ子わんぱく広場
成人学級

9 日 日 短期スイミングスクール
（～ 12 日）

子ども囲碁教室①
17 日 月 国見町子ども司書教室①
18 日 火 国見町子ども司書教室②
20 日 木 少年仲間づくり教室

（西根堰ずい道探検）
工芸教室

「ミニチュア古民家づくり」⑤
22 日 土 子ども囲碁教室②
26 日 水 くにみ女性教室
27 日 木 ブックスタート
28 日 金 成人学級
29 日 土 町連ＰＴＡ球技大会

町民講座「宮沢賢治を読む」
子ども囲碁教室③

9 月 1 日 火 阿津賀志学級
3 日 木 工芸教室

「ミニチュア古民家づくり」⑥
5 日 土 子ども和楽器体験教室①

子ども太々神楽教室①
6 日 日 伊達地方スポーツ大会
7 日 月 休館日

12 日 土 少年仲間づくり教室
子ども和楽器体験教室②
子ども太々神楽教室②
みみずく　おはなし会

　

7
月
9
日
、
三
学
級
合
同
学

習
会
（
阿
津
賀
志
学
級
・
成
人

学
級
・
女
性
教
室
）
が
開
催
さ

れ
、
太
田
久
雄
町
長
を
講
師
に

「
国
見
の
未
来
へ 

復
旧
・
復
興

と
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
講

話
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
平
成
26
年
度
事

業
を
つ
づ
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映

さ
れ
、
国
見
町
っ
て
本
当
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
次
々
と
行
わ

れ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

　

上
映
の
後
、
太
田
町
長
は
国

見
の
未
来
を
つ
く
る
5
つ
の
目

標
に
つ
い
て
、わ
か
り
や
す
く
、

か
つ
熱
く
語
り
ま
し
た
。
内
容

は
平
成
27
年
度
予
算
、
町
の
除

染
は
9
月
に
は
全
て
終
わ
る
こ

と
、
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚

泥
問
題
解
決
の
見
通
し
、
風
評

被
害
対
策
、
道
の
駅
に
つ
い
て

で
あ
り
、
学
級
生
は
、
復
旧
・

復
興
へ
む
け
た
確
か
な
歩
み
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
も
、｢
歴
史
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
の
認
定
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
、｢

オ
ー
ル
国
見
」
の
精

神
で
ま
ち
づ
く
り
を
！
の
合
い

言
葉
で
講
話
を
終
え
ま
し
た
。

成
人
学
級
全
体
学
習
　

　「
仏
事
に
つ
い
て
」

　

7
月
17
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
成
人
学
級
全
体
学
習

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
22
名
の

参
加
の
も
と
、
長
栄
寺
住
職
朝

内
賢
光
さ
ん
を
招
き
、
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
話
は
「
持
参
さ
れ
た
数
珠

の
数
が
な
ぜ
１
０
８
個
か
」
か

ら
始
ま
り
、
お
寺
の
お
坊
さ
ん

を
和
尚
と
よ
ぶ
理
由
や
人
間
と

し
て
真
実
の
理
法
を
体
得
し
中

道
を
実
践
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
お
釈
迦
様
の
教
え
も
学
べ
ま

し
た
。
習
わ
し
や
所
作
に
お
い

て
、
仏
事
か
ら
の
由
縁
が
あ
る

こ
と
に
驚
か
さ
れ
、
講
話
は
大

変
有
意
義
で
し
た
。

わかりやすく話をする太田町長

　
　

世
界
の
カ
ブ
・
ク
ワ
展
に
驚
き
！
　

　
国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場

　

7
月
22
日
、
国
見
っ
子
わ
ん

ぱ
く
広
場
で
は
、
児
童
71
人
、

指
導
員
16
人
が
参
加
し
、
夏
休

み
の
野
外
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

須
賀
川
市
の
ム
シ
テ
ッ
ク

ワ
ー
ル
ド
で
「
世
界
の
カ
ブ
ト

ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
展
」
を
見
学
。

世
界
最
大
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ

カ
ブ
ト
や
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
オ
オ

カ
ブ
ト
な
ど
に
直
接
触
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
「
ア

オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
（
ヘ
ビ
）」
を

首
に
巻
い
て
、「
か
わ
い
い
！
」

と
い
う
児
童
も
い
ま
し
た
が
、

大
人
は
引
き
気
味
で
し
た
。

　

午
後
は
ヤ
ク
ル
ト
福
島
工
場

を
見
学
。
代
田
稔
（
し
ろ
た
み

の
る
）
博
士
が
乳
酸
菌
シ
ロ
タ

株
を
発
明
し
ヤ
ク
ル
ト
の
製
造

が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
学

習
。
ヤ
ク
ル
ト
な
ど
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
り
、
楽
し
く
充
実
し

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

猪
苗
代
湖
を
眼
下
に
一
望
！
　

　
　
　

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　

7
月
19
日
、
福
島
県
森
の
案

内
人
の
菅
野
一
さ
ん
、
小
関
均

さ
ん
を
ガ
イ
ド
に
迎
え
、
郡
山

市
の
額
取
山
で
町
民
ハ
イ
キ
ン

グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
御
霊
櫃
峠
を
出
発

し
大
将
旗
山
を
経
て
額
取
山
に

至
る
稜
線
伝
い
の
コ
ー
ス
を
歩

き
、
雄
大
な
猪
苗
代
湖
を
一
望

し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
ス
上

の
花
々
や
ブ
ナ
の
古
木
の
た
た

ず
ま
い
も
参
加
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　

◆日程　（講義）　9 月 29 日火
　　　　（登山）　10 月 20 日火
◆対象　45 歳以上で町内在住または在勤の方
◆定員　25 人（1 人につき 2 名迄申込可）
◆講師　奥田博氏 ( 日本山岳ガイド協会認定ガイド )
◆参加費　3,000 円（全 2 回分）受付時納入
◆申し込み　8 月 26 日水午前 9 時から受付開始

募集

草花の説明をする菅野さん

これがヘラクレスオオカブトか～

◆第 1 回　9 月 15 日火　午後 6 時から午後 8 時
　（テーマ）旬の秋食材で美味しい天ぷらを
　（講　師）笠松金治氏（うぶかの郷調理員）
◆第 2 回　10 月 20 日火　午後 6 時から午後 8 時
　（テーマ）手軽で簡単おつまみ作り
　（講　師）阿部晃子氏（町管理栄養士）
◆場　所　観月台文化センター　栄養指導室
◆対　象　町内在住、在勤の男性　20 人程度
◆材料費　1,000 円程度
◆申し込み　8 月 31 日月まで
◆問い合わせ　あつかし料理クラブ　遠藤☎ 585-2540
　　　　　　　または生涯学習課

文化団体連携講座
　男の料理教室

中高年のための登山教室

　大東岳（宮城県仙台市）

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
！ 

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

　

第
68
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
県
北
地

域
大
会
に
出
場
す
る
町
代
表

チ
ー
ム
に
、
太
田
久
雄
町
長
と

佐
藤
辰
雄
町
体
育
協
会
会
長
よ

り
激
励
金
が
交
付
さ
れ
、
各
地

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
代
表
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
：
オ
ー
ル

国
見
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
：
国
見

Ｓ
Ｔ
（
準
優
勝
）、家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
：
ス
ピ
リ
ッ
ツ
、
硬
式

テ
ニ
ス
：
国
見
町
テ
ニ
ス
部（
第

3
位
）

出場チームの代表の方々
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〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

放送日 放　送　内　容

8/14 「美味しいです！国見の桃♪」

放送日 放　送　内　容

8/21 「まだまだ暑い！国見の夏！！」

8/28 「夏の終わり」

9/4 「残暑を乗り切る〇〇！！」

暑い日が続き、いよいよ夏本番
ですね。暑いのが苦手なため、
涼しい室内でひたすら本をよん
でいます。今読んでいるものが
読み終わったら、次は、先日芥
川賞を受賞した又吉直樹さんの

「火花」が気になるので読んで
みたいと思っています。 （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ8月

日 月 火 水 木 金 土
7 8

・広報くにみ
8月号発行日

・国見っ子わんぱく広場
・成人学級
・いきいきサロン

第8・第9
（午後1時半～）

・国見まるごと再発見
（夏まつり）

9 10 11 12 13 14 15
・短期スイミング

スクール 
（～ 12日）

・いきいきサロン
山崎（午後1時半～）

・臨時福祉給付金
申請受付 

（～ 28年2月9日）

・桃PRトップセールス
（東京）

・くにみ花市 ・くにみ花市
・心配ごと相談
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・小坂地区盆踊り
・貝田宿夏まつり
・塚野目盆踊り

・徳江北部盆踊り

16 17 18 19 20 21 22
・本町若連盆踊り

大会
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半～）
・障がい者相談
・いきいきサロン

徳北（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・乳幼児健診3歳6か月
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・少年仲間づくり教室
・いきいきサロン

藤田（午前10時～）
第2（午後1時半～）

23 24 25 26 27 28 29
・町長の日 ・いきいきサロン

板橋（午前10時～）
・くにみ幼稚園・

国見小学校・県
北中学校始業式

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・くにみ女性教室
・いきいきサロン

貝田（午後1時半～）

・乳幼児健診3・9 か月
・心配ごと相談
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
大枝（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

・成人学級
・いきいきサロン

源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

・町連P球技大会

30 31 9/1 9/2 9/3 9/4 9/5
・税金等納期限

町県民税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

・いきいきサロン
高城（午後1時半～）

・阿津賀志学級
・いきいきサロン

内谷・鳥取
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・ももたん広場オープン
2周年記念セレモニー

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

9/6 9/7 9/8 9/9 9/10 9/11 9/12
・伊達地方スポーツ

大会
・観月台文化センター

休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）

・広報くにみ
9月号発行日

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・心配ごと相談
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）

・少年仲間づくり
教室

・長寿健康づくり
講演会


